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考え方を働かせる学習指導に関する研究 

－生徒が問いを表現し、資料を活用して追究する授業の在り方について－ 
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【補助資料１】授業実践で使用した授業プリント（「資料読解シート」） 
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【補助資料２】歴史科目担当教員対象アンケートについて 

 

Ⅰ アンケート調査の概要 

１ 調 査 名 「歴史総合」及び歴史科目（日本史・世界史）の授業に関する調査 

２ 目  的 歴史科目（日本史・世界史）の授業における現在の取組状況や課題を把握し、新科

目「歴史総合」の単元構想及び授業実践に生かす。 

３ 調査期間 令和２年 6月 17日（水）～6月 30日（火） 

４ 対  象 県内の歴史科目（日本史・世界史）担当教員 

５ 方  法 質問紙法 

Ⅱ 調査結果 

 １ 調査対象の属性 

   調査対象の教員 114名の年代、所属部会、担当科目については、それぞれ【図１】～【図３】に

示すとおりである。 

 

【図１】教員の年代             【図２】教員の所属部会 

【図３】教員の担当科目（複数回答可） 

0

10

20

30

40

50

日本史 世界史 地理 公民
0

5

10

15

20

25

30

35

40

20代 30代 40代 50代 60代

0

10

20

30

40

50

60

70

N=114 N=114 

N=114 



10 

 

２ 歴史科目（日本史・世界史）の授業における現在の取組状況や課題についての回答を求めた結果 

 （１）資料をどの程度使用しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）で「あまり使用しない」、「ほとんど使用しない」と回答した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）資料を使用する目的 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

0

1

2

3

4

1 2 3 4 5

56%
38%

3%

3%

よく使用する

時々使用する

あまり使用しない

ほとんど使用しない

１ 資料を使用する時間が無い 

２ 資料を探す手間が負担である 

３ 必要性を感じない 

４ 使い方が難しい 

５ その他 

0

20

40

60

80

100

1 2 3 4 5

１ 興味・関心を喚起する 

２ 疑問を見つける 

３ 学習課題を設定する 

４ 学習事項の根拠とする 

５ その他 

N=114 

ｎ=８ 

N=112 



11 

 

  （４）資料を活用しながらまとめたり、発表したりする学習活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）生徒は資料から何か読み取ろうとしているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）資料の活用は生徒の資質・能力の育成につながっているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8%

48%
32%

12%
よくしている

時々している

あまりいていない

ほとんどしていない

14%

60%

23%

3%
そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

47%
50%

3%

0%

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

N=111 

N=111 

N=111 



12 

 

  （７）（６）で「あまりそう思わない」、「そう思わない」と回答した理由 

    

 

  

 （８）資料を活用する上での課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）ワークシートの使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一生懸命書いてくれるが、深まってないし知識が定着していない。 

・国語力の差などが大きいため。 
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（10）ワークシートの使用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （11）授業の導入場面で、生徒に課題（問い）を提示しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12)生徒自ら課題（問い）を設定する場面を設けているか 
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（13）学習事項を現代的な諸課題と結び付けながら授業をしているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14）生徒が自分の考えを発表したり意見交換したりする時間を設けているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（15）（14）で「あまりしていない」、「ほとんどしていない」と回答した理由 

・コロナウイルス対策で密集・密接を極力避けているため。（複数） 

・時間が不足している。（複数） 

・時間的制約と、生徒が皆の前で発表することに積極的ではない面がある。 

・大学入試に対応できるレベルで教科書を全て教えるためには時間が足りない。 

・やり方が分からない。 

・個人での考えや意見を書かせるだけに留まっており、共有したり他者の考えを聞いたりす 

る時間を十分設けられていないため。 

・準備する時間がない。 

・自分の考えを深めたり、意見交換したりできるような有効な発問が用意できていないた 

め。 

・自分の意見はレポートで書かせているため。 
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３ 新科目「歴史総合」を担当する場合について求めた回答 

 （16）日本史・世界史の枠を超えた授業を実施することについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（17）資料を適切に選択し提示することについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（18）生徒の思考を促す課題（問い）を設定することについて 
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（19）歴史学習を現代的な諸課題と結び付けることについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）新科目「歴史総合」についての期待や不安、疑問等 （一部抜粋） 

・小・中と勉強してきた日本史と、初めて学ぶ世界史を同時に扱うことは容易でないと考え 

ます。 

・実際にどのような教科書や教材を使用するのかが明確でないため、指導内容についての検 

討ができないでいる。 

・どのような内容になるか、どう授業を行っていくのかが分からないことが多く、不安が大 

きいです。 

・どのような内容になるのかよく分からない（教科書がまだできていない）ことや学習課題 

の設定が非常に難しいことを研修で実感し、不安である。 

・大学入試科目として、各大学がどのように設定するか。（複数） 

・多くの歴史的事象を知ることが困難になっており、そういうものが改善に向かうならばい

いと思います。今より概略的になるのならばだめだと思います。 

・情報が少ないことです。 

・問いの表現の実践方法。 

・特にない。むしろ期待するところが大きい。 

・年齢的にも新しいものに対応するのに時間がかかるし、日本史・世界史の枠を超えた、と

言われても各々の専門に偏るのではないかと不安である。 

・アウトラインについては分かってきたが、実際に授業を見ないと分からない部分が多くあ

ること。教師の裁量でどこまで生徒の学習活動が可能か不明なこと。 

・報告課題（レポート）に新課程の趣旨を生かした工夫が必要。 

・世界史分野への理解が乏しいことによる偏りが出そうだと懸念しています。うまくやれば

面白そうな科目だけによく練らないといけないと思います。 

・期待と不安が入り混じっている状態です。できるだけ早く学習内容や全体像を把握できる

と助かります。 

・新科目なので、これまでの日本史Ａ、世界史Ａまたは日本史Ｂ、世界史Ｂを授業する際に

ルーティーン化したことは一切捨てて新しいノウハウを培っていくことを教員側は覚悟

して、今、心構えをすべきです。 
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・新科目なので、これまでの日本史Ａ、世界史Ａまたは日本史Ｂ、世界史Ｂを授業する際に

ルーティーン化したことは一切捨てて新しいノウハウを培っていくことを教員側は覚悟

して、今、心構えをすべきです。 

・根源的な問いを発することができるくらいの知識をもち得ていないため、不安である。 

・教材や資料の精選が不安であるが、歴史の法則がとらえやすくなることへの期待がある。 

・日本史と世界史を横断的に学ぶことで、より歴史の授業の内容が身近なものになると思い

ます。 

・日本史からの視点と世界史からの視点の違いを同じ科目でどう共存させていくのかが心配

です。 
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 Ⅲ 質問紙「歴史総合」及び歴史科目（日本史・世界史）の授業に関する調査     
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【補助資料３】生徒用事前アンケートについて 

 

Ⅰ アンケート調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 調査名 歴史科目の学習に関する調査 

２ 目 的 授業実践前の生徒の歴史科目の授業及び授業実践の内容に関する意識について把握 

し、実践後の分析に生かすこと 

３ 期 日 令和２年８月 19日（水）／令和２年９月 14日（月） 

４ 対 象 授業実践を行う研究協力員の所属校 

      花巻北高校･･･２学年理系 日本史Ａ受講クラス 43名 

      不来方高校･･･２年体育学系 世界史Ａ受講クラス 42名 

５ 方 法 質問紙法 

６ その他 結果については別紙報告書のとおり 
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【補助資料４】生徒用事後アンケートについて 

 

Ⅰ アンケート調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 調査名 歴史科目の学習に関する調査 

２ 目 的 授業実践後の生徒の歴史科目の授業及び授業実践の内容に関する意識について把握 

し、実践後の分析に生かすこと 

３ 期 日 令和２年９月４日（金）／令和２年 10月７日（水） 

４ 対 象 授業実践を行う研究協力員の所属校 

      花巻北高校･･･２学年理系 日本史Ａ受講クラス 43名 

      不来方高校･･･２年体育学系 世界史Ａ受講クラス 42名 

５ 方 法 質問紙法 

６ その他 結果については別紙報告書のとおり 
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